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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・11月の発生事故、インシデントが掲示されている為、各部署間の情報共有を図り、各自安全管理に努めていくこと。

・11月に実施した個人情報漏洩防止のための巡視の結果が掲示されている為、各自確認すること。

＜利用者情報＞
・佐々木　宏樹様～本人より｢唾が飲み込めないくらい喉が痛い｣との理由で欠席の連絡がある。その後すぐに本人より再度電話があるが、周囲の雑音のみ聞こえ、本人の応答はない状況。携帯電話に掛け直すも繋がらず、自宅へ電話連絡をし、母親から状況を確認。母親より、｢いつも通り弁当を持って出かけた｣｢本人は何も言わないが、一昨日頃より飲酒しているようだ。本人が話すまでは声をかけず見守ることにしていた｣｢本人はデイケアでの出来事を楽しそうに話している｣等と話されている。現在のデイケアでの様子を伝え、何かあれば情報共有して対応していくことを確認している。その後、再度本人へ連絡したところ、電話が繋がり、｢喉が痛いので市民病院を受診してくる｣と話しており、発言に変わった様子はない。不調を感じた際は再度相談して欲しいことを伝えている。

・野月　利章　様～母親より、｢土曜日の夜に､本人が物を壊した｣との相談連絡があり状況を確認。金曜日夜眠れなかったようで、母から早く寝るよう伝えても翌朝まで革細工をしていた様子。土曜日に母が仕事から帰宅後、自宅の物（テーブル、テレビ、ガラス2枚）が壊れているのを発見し、本人へ確認するが壊した理由は話さない状況だったとのこと。その際に、｢つい､私（母）も苛々していて『出て行け』『アンタのせいで貯金も使い果たした』等と怒鳴ってしまって｣と話している。母の話を傾聴し、本人と面談することを伝えている。

本人来所時に面談を実施。上記について確認すると、｢眠っていなくて体がだるい中、友人から遊びに呼び出されて苛々していた｣｢頭の中が真っ白になって家の物を壊してしまった｣｢最近、母と兄の機嫌が悪い気がする。叱られることが多くて｣等と話している。H26年6月に衝動行為に至った以降は、別の方法で発散出来ていたことを評価し、衝動行為に至ることで生じるデメリットを本人と再確認している。ストレスの対処については、｢話せたからスッキリした｣とのことで、ストレスを感じた際には、来所時や電話等でスタッフに相談するよう伝えている。

・冨田　紀子　様～グループホーム世話人より情報提供あり。頭痛の訴えがありデイケアを欠席すると話していたとのことだが、明日の外来受診の為に入浴したいとのことで来所している。来所時に状況を確認すると、元気とのことだが、活気のなさが見られている。また、同グループホームの他入居者の発言に不機嫌そうにしている様子があるが、トラブルはない。

・淡路　智恵子様～グループホーム世話人より情報提供あり。他入居者の行動に対して強い口調で注意することが目立っている様子とのこと。デイケア利用時は笑顔で他利用者と交流しており、他入居者への不満等を話すことはない。

・倉石　ヨシエ様～排便状況について確認をすると、今朝は青風荘にて少量の水っぽい排便があったとのことで、青陽館でも少量の排便があったと報告している。不機嫌さは見られず、体調については問題ないとのこと。

・吉田　キクエ様～「白目がおかしい｡左目だけぼんやりして見える。」と不調の訴えあり。老人性白内障であり、年齢に伴うものではないかと伝えると、不安な様子ではあるが、過度に訴えることはない。

・大久保　康弘様～股関節の為、食事の配膳はスタッフが行い、下膳は他メンバーが行っていたが、自分から外の自動販売機まで歩いて飲み物を買いに行く様子が見られている。また、下膳を行っている他メンバーに飲み物をあげていることも見られていることから、スタッフと話し合い、下膳は自身で行い、他者に飲み物をあげないようにすることとしていた。数日間は自分自身で下膳をすることが出来ていたが、昨日下膳を他メンバーにやってもらい、同様の物のやりとりが見られている。再度話し合いの内容を確認し、以前のようにすることに了解されている。

・八木橋　牧雄様～12/8風邪で欠席しており、来所時に状況を確認。咳嗽は落ち着いたとのことだが、バイタルを測定すると、37.1～37.2℃で経過している。寒気の訴えが聞かれているが、その他体調不良の訴えは聞かれず、定時まで落ち着いて過ごしている。来所時から手指振戦は目立っているが、酒臭や顔面紅潮はなく、生活にも問題はないと話している。

＜外来情報＞
・平　京子　様　～先週採血した結果、HbA1c6.2と正常範囲内とのこと。

・東海林　康之様～泌尿器科受診の希望あり、佐々木泌尿器科への紹介状を渡している。

・淡路　智恵子様～右手中指にささくれが出来て、自分で切ったら化膿したとの事。アモキシシリン3T×3　3日分とエルタシン軟膏が処方となっている。

・板橋　利美　様～まだ手の震えがあるとの事で、タスモリン1T×1（就寝前）からタスモリン2T×2（朝・夕）に増薬となっている。

・高橋　洋子　様～前回受診時にサインバルタが追加処方されて、病状が落ち着いてきているため、ミルナシプラン（25）1T中止となっている。

・磯島　貴広　様～採血（糖セット）実施。

・繁名　和恵　様～来週、採血予定。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（古川　富蔵様）

検討内容目標、計画の再検討

	氏名
	古川　富蔵様
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	S27年10月16日生

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を身に付ける

	本人希望
	定期的な外泊を行い、健康で過ごす

	家族希望
	本人との関係性は良好で、治療に対して協力的であるが高齢であり本人への生活援助は困難。定期的な外泊の協力が得られている。五戸町在住の妹がおり、今後本人への援助者としての協力を依頼している。

	入院歴
	計2回（最終：H19年5月11日～H26年10月29日）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：　H26年10月30日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：
青風荘入所

実家は母親１人暮らし（84歳）

3人兄弟（本人・長女・次女）
	家族構成

長女：千葉在住（60歳）

次女：五戸在住（58歳）



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
重度心身障害者医療費助成制度　受給中(負担なし･現物給付)

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅へ定期的に外泊しながら、青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる
	不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる
	・利用開始日は緊張しており、他者から話しかけられても、固まってすぐに答えられないことがある。
・環境が変わったことについて感想を聞くと「北病棟に戻りたい」と話し、理由は「味噌汁が冷たい。病院は熱々だった」「病棟より制限が多い」と話している。
・スタッフの説明の理解は良好で戸惑うことなく、プログラムに参加されている。疑問に思う事はスムーズに質問する事が出来ている。
・自宅への外泊を「生きがい。楽しみ」と話しており、定期的に外泊している。外泊中は茶碗洗い・テーブル拭き・米研ぎ等の手伝いを行ってきたと話している。

・12/1現在、体重が67.2kg。本人は退院してから2kg増加したと話す。11/1は66.6kg。間食について、自宅へ外泊に行った際に母から仏壇に供えているお菓子やジュースを持っていくように言われるとのこと。

・現在の楽しみについては、テレビでのスポーツ観戦と話している。エアロビクス等の運動に参加しているが、楽しいと答えることはない。

・青風荘より整容面で問題があるとの情報あり、本人へ確認すると、入浴日に更衣は行っているが全部は変えていないとの事。洗濯は週1～2回。
	・自宅へ外泊する事が「生きがい。楽しみ」と話すため、継続して外泊できるように現在の健康状態を維持することが必要となる。また、環境が変わったことによる不満を話しているため、現在の生活に慣れていくためにも、その他の楽しみを見つけて、現在の生活を充実させていく事が必要となる。

・整容面に関して、青風荘での促しに拒否なく応じており、声掛けにて正しく行う事が出来ている。汚れた服が多い為、今後スタッフが同行して買い物を行っていく予定。

・食事は腹八分目と話しており、空腹感から間食を多く取ってしまう様子。今後減量に向けた支援も必要となる。

・デイケア利用開始から1ヶ月弱しか経過していない為、現段階では現在の生活に慣れていくために現行の目標計画で関わり、慣れてきた後に、今後の生活のための具体的な目標を設定していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅へ定期的に外泊しながら、青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる
	不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。


